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国際ロータリー会長 

 ジェニファー・ジョーンズ 



【ガバナーの基本方針】  

ガバナー 森本 芳宣 

 新型コロナウイルス感染拡大は、２０２１年におい
て収束に向かうと思われましたが、後半、新型オ
ミクロン株が急速に世界に広がり、日本にも感染
者が拡散しつつあります。そんな中でも、どんな
時でもクラブ内においてまた地域に奉仕し、心に
残る国際交流を考えることによりロータリーの輪
が広がると思います。 

 “陰徳を積む”という言葉があります。人に褒め
られようとして善行を施すのではなくて、誰にも
知られずとも、世のため人のためになることを
黙々と行ってこそ人格は磨かれる、という意味で
す。思えば、ロータリー財団、米山記念奨学会、国
連ＵＮＨＣＲ協会、国境なき医師団、ユニセフ、バギ
オ基金、和歌山ダルク等々に寄付を行うことに
よって、自分自身をそれなりに少しは納得させて
きたように感じます。ロータリーは、“善いことをし
ている”活動を多くの人々に知っていただき、そ
の活動に賛同していただける仲間を増やし、世界
中で善行しよう、というものです。私は今の職業
（税理士）を開業してちょうど４０年になりますが、
最初、顧客は１社でした。営業や広告は一切せず
（出来なかった）、私という人間を理解してもら
い、顧客に対する仕事やサービスに全力を尽く
し、現在、顧客は数百社になりました。銀行や知人
の紹介は１～２％で、ほとんどはお客様からのご
紹介によるもので、私を信用、信頼して下さった
方々の人脈によるものと感謝しています。また市
議会議員の後援会長を２０数年、務めています。
最初のきっかけは、私たちが納税する市民税がど
のように執行され、使用されているのか監視しよ
うと思い、知名度ゼロの脱サラした人を支えるこ
とによって、結果的に２０００名以上の知人ができ、
年１回ですが、皆で海岸掃除を行っています。以
上、私の周辺知己の拡大経験から、ロータリーの
会員増強を考えたいと思います。 

 日本におけるロータリアン数は、ピークが１３万
人台だったのが現在８万４千人台と約６０％へと４
０％弱減少しています。２６４０地区は私が入会し
た１９９８年頃は３０００人以上で、現在は１６００人余
と大きく減少しています。なぜこの地区が大きく
減少したのか、私も目のあたりにしてきましたが、

ロータリーに幻滅し
た人、またロータリー
に情熱を持っておら
れた方の退会があっ
たのも事実です。会
員増強は簡単ではな
いでしょう。ロータ
リーは多様性を求め
ています。若い人、女
性会員を増やそうと
よく言われますが、７
０歳、８０歳になっても元気な人が多々おられま
す。新会員の年齢幅も広くとる必要があるのでは
と思います。退会者の復帰も進めるべきと思いま
すので、考えてみて下さい。以前、学校法人の経
理学校で学び、その後、講師を経て校長、そして
理事長（後継者がなかったため）を２０年余り勤
め、そちらで専門職（資格者）の養成にも尽力しま
したが、自分なりの目標は達成できたとは思って
いません。最終的には、和歌山県内の子どもの人
口減少に歯止めがかからないため、広く世界中
から生徒を募集しようと外国人のための日本語
学校を計画し、２年ほど中国を中心に生徒の募集
に行きましたが、うまくいきませんでした。この経
験を活かし、将来を担う若い世代の育成と、心に
残る国際交流を考え、ロータリー財団の補助金も
活用しながら、プロジェクトを推進してください。 

 ロータリーの大役を受けるにあたって、私の今
までの様々な行動や実践を踏まえた上で、冒頭
の言葉を書かせていただきました。これからは
ロータリーの奉仕活動を通して、ロータリーの輪
を広げ、理解してもらえる会員を増やせるよう行
動し、実践したいと考えています。 

 今まで仕事の関係上、私の中心は和歌山県を
中心とした近畿圏内でしたが、私の顧客にも外国
人社長の会社もありますので、昔にかかわった青
少年教育の支援を今一度思い出し、青少年、日本
人、外国人、幅広い奨学支援・留学支援等と、さら
にこれからは視野を広げて尽力したいと思いま
す。 

「行動し、実践することにより、“ロータリーの輪”を広げよう」 



【豊岡直前ガバナーへの感謝の言葉】 

豊岡敬ガバナー1年間御苦労様でした。 

 コロナウイルスの感染は減少傾向でしたが、ロシアのウクライナ侵攻

と大変な世界情勢のなか又ガバナーが健康を害され入院され心労も

重なった結果だと推察致します。私もガバナーエレクトとしていろんな

会議等に出席もしくは同席させてもらい、勉強させて頂きました。 

 次年度は、この経験を生かし頑張りたいと考えます。 



 2月にロシア軍がウクライナに侵攻してから1日も経た
ないうちに、チェコ共和国とスロバキアのロータリーク
ラブは、ウクライナへの必需品の輸送やウクライナから
の避難民の移動を援助するために、人脈を駆使して鉄
道拠点の利用権を確保しました。 

 ウクライナとの国境から100Kmほど離れたコシツェ（ス
ロバキア）には、東西を結ぶ鉄道の貨物ターミナルがあ
ります。ウクライナからの広軌鉄道でこのターミナルに
運ばれた原材料は、標準軌の貨物列車に移されて欧州
各地へと運ばれます。 

 多国籍の輸送会社の多くがこの貨物ターミナルを利
用しており、ロータリー会員もここを拠点にウクライナ
の支援活動ができることにすぐに気づきました。 

 ウクライナの鉄道網は世界最大級であり、トラックで
は行きにくい場所にもアクセスできるため、この拠点を
確保することは重要でした。 

 ロータリーは、救援物資の輸送のためにこのターミナ
ルの利用許可を得た最初の人道奉仕団体であり、クラ
ブが集めた医療物資、保存食品、衛生用品をいっぱい
に積んだ列車がウクライナに輸送されています。以来、
スロバキア政府と欧州連合も、鉄道でウクライナに物資
を輸送する主要な経路としてこのターミナルを指定し
ました。 

 コシツェ（スロバキア）に到着した物資は、ロータリー
のボランティアによって荷下ろしと仕分けが行われ、ウ
クライナへと運ばれていきます。ロータリークラブと
ローターアクトクラブはさらに、60台以上のトラックとバ
スを使って740トン分の物資をウクライナ西部にある国
境沿いの都市ウジホロドに運びました。これらの物資は
ここから国内各地へと届られます。  

 「必要な時にロータリーの力が発揮されているのを
見て、うれしく思います」「物資だけでなく、世界各地か
ら資金も寄せられています」 

役立つ鉄道 

 ロータリークラブとローターアクトクラブは、広軌鉄道
網の活用に加え、「Railway Helps」（役立つ鉄道）と呼ば
れるイニシアチブに参加しています。チェコ共和国の旅
客会社Gepard Express社のオーナーが立ち上げたこ
のイニシアチブでは、ウクライナへの物資輸送とウクラ
イナからの人びとの避難のために旅客列車を使ってい
ます。このイニシアチブで現在までに、ウジホロド地域
（ウクライナ）の町に500トン以上の物資が運ばれ、ウク
ライナ避難民5,500人以上を乗せた列車がパルドゥビ
ツェ（チェコ共和国）に戻っています。 

 ロータリー会員は、募金活動、地区からの資金、
Gepard Express社オーナーからの寄付など、さまざま
なところから資金を調達しています。参加している鉄道
各社も多額のコストを負担し、無償で援助を提供してい

る団体もあります。Railway Helpsは現在、ポーランドから
モスティスカ（ウクライナ）まで列車を走らせています。
現在、輸送をスピードアップし、ウクライナ国外避難民を
援助するために、モスティスカに待合室と旅客駅をつく
る計画を立てており、スラマさんはそのための追加資金
を探しています。 

多方面との協力 

 他団体との連携が、この取り組みの成功に極めて重
要となっています。ロータリークラブとローターアクトク
ラブは、ウクライナの議員や外交官、地方の知事といっ
たウクライナ政府関係者に加え、ハルキウ、チェルカッ
スィ、ウジホロド、ムカチェヴォといったウクライナ各地
の病院と協力しています。医療従事者の国際親睦活動
グループメンバーであるコチオヴァさんとイヴァナ・レン
ゴヴァさん（コシツェ・クラシック・ロータリークラブ会員）
は、医療物資の購入や、欧州企業から寄贈された医療
機器の配備を監督しています。レンゴヴァさんは、4台の
可動式画像診断システムや3台の可動式X線ユニットな
ど、Siemens Slovakiaから約73万ドル相当の機器を確保
することに助力しました。「私たちの親睦活動グループ
にはウクライナの病院で働くメンバーがいるため、刻々
と変化するニーズにも即座に対応できます」。 

 クラブはまた、スロバキアとウクライナの複数の国境
地点で政府関係者やボランティアと定期的に連絡を取
り合い、避難民の宿泊所や移動手段を手配しています。 
ロシア軍のウクライナ侵攻から4日後には、国境地点で
活動していました。 「人びとの苦しみや悲しみが伝
わってきました」「避難者たちは打ちひしがれていまし
たが、強い心と誇りを持ち続けていました。欲しいもの
を求めたりせず、幼い子どもでさえ文句を口にしません
でした」 

 軍事侵攻の勃発時、コチオヴァさんは出張中で自宅
を離れていましたが、ウクライナのローターアクターで
ある友人から連絡を受け、その友人が自宅に泊まれる
よう手配しました。「私が翌日に自宅に戻ってみると、彼
女（友人）の持ち物は小さなバックパック一つだけでし
た」「それぞれ違うルートで国外避難した母親や姉妹
と、スイスで会う予定だと言っていました。自分がこの
ような状況に置かれたと想像すると、他人事ではあり
ません」 

ロータリーはウクライナでの人道的危
機に対応しています 
 ロータリーは、ウクライナでの戦争による人
命の喪失および人道的危機の深刻化を深く懸
念しています。私たちは地域に根づいたネット
ワークと数十年にわたる経験を生かし、現地
で迅速に行動を起こしています。 



写真は世界共通語 2022年『Rotary』誌写真コンテスト 

  『Rotary』誌が毎年実施する写真コンテストでは、世界中のロータリー会員が撮影した写真の中か
ら、最も優れた1枚が選ばれます。 

  世界140万人のロータリー会員を結びつけるビジョンは「超我の奉仕」。一方で、翻訳や通訳なしで
このビジョンを表現できる共通語となるのが写真です。以下にご紹介する写真は、地理や文化の壁を
超えて、広大なロータリー世界の一角に生きる人たちのストーリーを見事にとらえています。これらの
写真には、見る人を楽しませるだけでなく、教え、感動させるものがあります。 

  今年のコンテストには、世界中のロータリーファミリーから600点以上の応募がありました。審査の際
にまず確認するのは、写真を美しく印刷するための技術的仕様が満たされているか、被写体からの同
意が得られているか、という点です。審査員の一人である国際ロータリービジュアルメディア担当ス
タッフ、レベッカ・ローリーは次のように話します。「ロータリーでは被写体の方々に許諾書にサインして
もらっています。すべてのアマチュアカメラマンが許諾書のフォームを印刷していつも持ち歩いてい

最優秀作品 
撮影者： Heinz-Gerd Dreehsen 

RC Oberhausen（ドイツ） 

最優秀作品：世界を変える行動人 
撮影者：Derrick Kabuye 

RC Kampala South と RC Chicago Citywide Service 

マニラ（フィリピン）の夕日。審査員より： 
遊び心にあふれた子どもたちの有機的
な体のシルエットが、電柱と電線の無機
質的な直線と対照的です。カラーパレット
は限られているものの、さく裂する鮮明
な色が印象的です。 

ウガンダで植樹するローターアクト会員。審
査員より： 絶妙な瞬間をとらえた写真です。
投げられた苗が二人の手の間に完璧な構図
で収められています。 











クラブ会長・幹事一覧表 







2021－22年度 地区インターアクト新入生歓迎会 

【地区活動報告】 

開催日時  2022年6月19日 午前10時から12時30分頃 

開催場所 清風南海学園宕峯館6階ホール 

担当校  清風南海学園中学校高等学校インターアクトクラブ 

参加者 豊岡敬ガバナー、森本芳宣ガバナーエレクト 

    平岡正巳パストガバナー（学校法人清風南海学園理事長・学園長） 

    地区役員10名 

    オブザーバー 和歌山アゼリアRC会長松本良二さま 

           慶風高校顧問 児嶋正則先生 

    提唱クラブ  高石ＲＣより５名 

 ６月１９日（日）、清風南海学園宕峯館において、イ
ンターアクト新入生歓迎会が約３年ぶりに開催され
ました。ＲＩ２６４０地区に所属のインターアクトクラブ
のメンバー約９０名、各校顧問の先生方、そして、豊
岡ガバナーを始め、森本ガバナーエレクト、平岡パ
ストガバナー、地区委員及び関係者が集結し、清風
南海中学校高等学校の生徒さんがたが中心となっ
てゲームをし、他校生やロータリアンとの親睦を深
める機会となりました。 

 今回は、約３年ぶりのインターアクトクラブ地区行事の開催ということもあり、他校生を交えたイ
ンターアクト活動が初めてというメンバーも多かったものの、他校生との共同のゲームを通じて会
話も弾み、たくさん楽しく交流する姿が見られました。 

 

 今回の新入生歓迎会は、コロナ禍前とまったく同じ形ではなく、コロナ対策のため規模を縮小し、
午前のみの開催となり、参加者みなさんにはお弁当をお渡しする形式となりました。 

 今回の交流をもとに、これから１年間、地区内のインターアクトクラブメンバーが元気に活動され、
多くのことを学び、成長の一歩一歩を刻んでいかれることを願っています。 

 

文責   ＲＩ２６４０地区特別幹事 丸山信仁（御坊ＲＣ） 

写真提供 慶風高校顧問 児嶋正則先生 



【地区活動報告】 

新旧クラブ職業奉仕委員長会議 

地区職業奉仕委員長 角谷 浩二 

 6月25日、ホテルアゴーラリージェンシー

大阪にてクラブ職業奉仕委員長会議を開

催させて頂きました。コロナ禍にもかかわ

らず多数のクラブ職業奉仕委員長様にお

集まり頂きありがとうございました。 

 「職業奉仕と社会奉仕」、「四つのテス

ト」、「I Serveと職業奉仕」という3つの題

材で約Ⅰ時間半お話させて頂きました。これは、ロータリーにとって職業奉仕の重要性を

再認識して頂くと共に、他の奉仕団体とは違うロータリー特有の奉仕の精神がいかに重要

であるか、そしてロータリーの本質とは何かを説明させて頂きました。 

 ロータリーは単なる社会奉仕を専門とする奉仕団体ではありません。ましてや寄付団体

でもなく慈善団体でもありません。奉仕活動を通して自己研鑽し自分自身の倫理観を高

めることにあります。「人づくり」こそがロータリーの本質であることを理解して頂く事が

本会議の目的でもありました。 

 最後に次年度におきましては新委員長のもと、さらなる地区職業奉仕委員会活動を期

待しております。 



【地区活動報告】 

2022-2023年度米山記念奨学生第1回卓話研修 

地区米山学友小委員長 新本 憲一 

 米山記念奨学委員会は、委員様協力のもと６月２５日～２６日堺市南区ビッグ・アイ研修室

にて第1回奨学生卓話研修を行いました。数年ぶりに全２０名が集合しての研修で各自の

発表を準備し、お互いの発表を聞くことで相互理解と上達を図りました。お互いの発表を

刺激に推敲を重ね、委員の指導と学友の協力による修正を重ねています。 

 奨学生にとっても自身の卓話

を作成することにより故郷を調

べ、自身の過去と将来を考える

よい機会となっています。また、

ロータリアンの前での発表する

ことによりプレゼン能力向上にも

役立っているようです。 

 今後も数回の卓話研修を行い

仕上げていく予定です。所属クラ

ブにての奨学生卓話以外でも１０

月の米山月間を待たず、卓話派遣のご依頼を受け付けますので、米山事業への理解促進・

寄付増進、学生の経験のため多数のご依頼をいただきたくお願い申し上げます。 



【地区活動報告】 

地区ローターアクト第40回年次大会 

地区ローターアクト委員会 

 第2640地区ローターアクト第40回年次大会を、6月12日ホテル日航関西空港にて執り行

いました。当日は地区内外よりロータリアン、アクター49名の参加をいただき、感染症対策

に留意しながらの開催となりました。 

 大会は古川地区代表より本年度の諸活動の報

告がなされ、それに続く基調講演では日本パラ

陸上競技連盟常務理事である花岡伸和氏を講

師に招き「パラスポーツで創る未来」と題しご講

演をいただきました。 

 また、本年度最も活躍された個人・クラブを表彰し、最後に本年度をもって退会される卒

業生を紹介し、長年のローターアクト活動の労をねぎらいました。続く懇親会の席上では

次年度の役員が紹介され、各自新年度にむけての抱負が述べられました。 



【地区活動報告】 

「感謝の集い Fellowship Night」を開催 

地区大会実行委員長 堀野 俊男 

令和4年6月25日、豊岡年度 1年間の皆様への感謝と 地区大

会のテーマでもありました「絆」を深める目的で「感謝の集い 

Fellowship Night」をアゴーラリージェンシー堺にて開催させてい

ただきました。出席していただきました地区役員、会員の方々に

感謝申し上げます。 

第１部では、2640地区青少年交換でスウェーデンに、GSEでブラジルに行かれたこともあ

る講談師の玉田玉秀斎氏に、基調講演「ロータリーの100年の歴史から

学んだこと」と題してお話しいただき、また堺泉が丘ＲＣより「ロータ

リー歴史教材」を保存したUSBメモリーを寄贈していただきました。RC

の歴史をたどる折には大変参考になる資料となることと思います。 

 

第2部の冒頭では、玉田玉秀斎氏が講談師なるきっかけを与えたのがRCにあると話され

たことを引用して、豊岡ガバナーがRCのプログラムには「人づくり」、「人の人生をも変え

る」力があるのだなあと感じたと挨拶されました。その後、森本ガバナーエレクの乾杯の

挨拶、ジャス演奏と場が盛り上がり各テーブルでは談笑も弾み、午後７時半頃勝野パストガ

バナーの閉会の点鐘でお開きとなりました。 

最後にあと数日で森本ガバナーが誕生いたします。森本ガバナー年度はコロナ禍が無

くなり皆が集える年度になることを祈念して報告を終わります。 



【クラブ活動報告】 

創立50周年記念式典 

      御坊ローターアクトクラブ 
           会長 土屋 直之 

            実行委員長 中  勇太 

 御坊ローターアクトクラブは、6月 5日 (日)、御坊商工会議所4F大会議室で「創立50周

年記念式典」を開催致しました。 記念式典では前窪副ガバナー、御坊市長、商工会議所会

頭と多くの来賓の方々出席する中、第2640地区のRC、RAC、御坊OGBOの皆様方と共に創立

50周年を祝うことが出来ました。 

式典後の記念講演では、講師に天音山千住院道成寺院主 小

野俊成氏を招き「時を超える力 道成寺の1300年のあゆみ」を

披露して頂きました。普段道成寺で聞いている絵解き説法を別

の場所で聞けるのは違ったものを感じました。 

また御坊ローターアクトクラブ創立15周年記念の時に埋めら

れました、タイムカプセルが御坊庁舎移転工事の際に発見さ

れまして、記念式典の同じ４F大

会議室前のスペースにて展示し

まして、参加して頂きましたRC

の皆様は当時を懐かしむように

ご覧になられておりました。御坊ローターアクトクラブも今現

在をあの当時として懐かしめるように次の50周年を目指して

精進して参りたいと思います。 



【クラブ活動報告】 

創立60周年記念例会 

      那智勝浦ロータリークラブ 

 那智勝浦ロータリークラブ(会長 後 誠介)は、6月 

2日、ホテルサンライズ勝浦でクラブ創立60周年記念

例会を開きました。  

記念例会では、細密鉛筆画家の篠田

敦夫さんをゲストに迎え、「神仏宿る

細密画の世界 那智瀧図にはじまる」の演題で記念卓話を行いクラブ創立

60周年を祝いました。 

また、篠田さんが描いた「勝浦瀧図弐-夜-」と「勝浦瀧図Ⅲ-霧-」を熊野那智大社に奉納

参拝しました。これら創立60周年事業は、熊野新聞に大きく掲載されました。 

篠田さんの

記念卓話 



【クラブ活動報告】 

創立60周年記念式典・祝宴 

      富田林ロータリークラブ 

実行委員長 藤野 正勝  

 富田林ロータリークラブ(会長 辰已 泰啓)は、6月4日（木）都シティ大阪天王寺にて、創

立60周年記念式典・祝宴を開催。来賓や近隣クラブ会長・幹事、当クラブ会員と家族の総勢

約80名が祝杯を上げた。 

アトラクションは、海洋ゴミからオリジナル楽器を作成して演奏するユニークなグループ

「ゴミンゾク」によるミニコンサート。知恵と工夫で楽器に生まれ変わった海洋ゴミの音色は

素晴らしかった。 



【クラブ活動報告】 

創立45周年記念例会 

      有田南ロータリークラブ 

  有田南ロータリークラブ(会長 田井 伸幸)は、6月14日（火）橘家で、創立45周年記念

例会を開きました。 

 有田郡3町への記念事業の報告、「龍翔天舞(りゅうしょうてんぶ)」による津軽三味線演

奏がおこなわれました。 

 コロナ禍で日も延び規模も縮小し、家族同伴ができず、来賓も

控えさせて頂きましたが充実した記念例会ができました。豊岡ガバ

ナーには体調不全にも関わらずご臨席を賜り、会員一同感謝の念

で一杯です 。 

 

45周年記念事業について                                   記念実行委員長  大原 裕 

 私どもクラブ創立45周年を迎えるにあたり、記念事業として各町教育委員会にご相談し、下記の事業を
後援させて頂く事と致しました。 

・コンセプト…○45年を振り返り、皆さんに喜んでもらえる事業であること。 ○皆さんに恩返しが出来、お
役に立てる事業であること。 この2点を基本として、 

《コロナ禍の中、少しでも元気の出る事業》 

・有田川町＝「ヒネるズ」コンサート 5/5 ALECにて 

・広川町＝①「うたっておどって！たのしい絵本」さいとうしのぶin広川 5/26、27 町内各小学校巡回絵本
ライブ。 5/28｛いなむらの杜｝にて絵本づくりとライブ。 ②中学生POPコンクール(応募期間 R4.4/8～
5/7) 

《将来、役に立つであろう事業》 

 ・湯浅町＝町内小中学生を対象に図書館で借りた本を記録する記録帳の配付 

 以上、コロナ禍にあって、皆さんがこの事業で、少しでも普段の元気と明るさを取り戻せたなら、そして記
録は記憶を蘇らせると云う事で、子供たちが人生の糧ともなるような本と出会えますよう願ってやみませ













国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : mor imoto@rid2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 

 

   ガバナー月信の表紙写真、寄稿をお願いします。 

 ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に
活かせてもらうため、情報収集に努めています。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 

 ご提供いただける情報は、文書面、 資料、写真をメールでガバナー事務所へご送付
ください。 月信では、引き続き、国際ロータリー、地区、クラブの情 報をとりまとめ、掲
載情報の収集等、紙面の充実に努めてまいります。 ご協力、よろしくお願いします。  

 本年度も何卒、よろしくお願いします。 

地区IT・ガバナー月信委員会 


